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　本報告会は、法人業務や研究成果などの情報共有、ならびに職員のプレゼンテーション能力向上を目的
として、法人内で毎年実施しています。今年度は、2025年11月15日（土）に中之島会館にて開催し、役
職員159名が参加しました。
　GBRCでは、2022年4月に10年後を見据えた新たな長期経営計画「GBRCビジョン&アクションプラ
ン2030」（V&A2030）を策定し、「既存事業の強化・拡大」および「新規事業の創出」を事業目標として掲げ、
目標達成に向けて取り組んでいます。
　2025年度はV&A2030の中間年にあたり、各部署の取り組み状況を共有することを目的に、本報告会の
テーマを「V&A2030事業計画の現在位置 －既存事業の強化・拡大および新規事業創出の取り組みを情報
共有する－」としました。
　この数年の業務・研究報告会はコロナ禍の影響によりライブ配信等での開催でしたが、今回は2019年度
以来となる集合形式での開催とし、各部署の報告後には「現状の課題と今後の展望」をテーマとしたパネル
ディスカッションも行いました。参加した役職員がV&A2030事業計画の現状を正しく把握し、今後の展
望を考える良い機会となりました。GBRCは今後もお客様や社会に貢献できる企業として、さらなる成長
を目指して取り組んでまいります。

■各部署からの報告：発表者（部署）および発表タイトル
1. 貴志哲也（認証部） …………………認証部の未来への道筋 ～V＆A2030の軌跡と現状～

2. 鳥谷修平（確認評定部） ……………連携が生み出す業務価値の最大化 ～建築トータルソリューションに向けて～

3. 小宮敏明（構造判定部） ……………構造判定部のビジョン&アクションプラン ～目標達成のために～

4. 本庄敬祐（構造部） …………………未来予想図Ⅱ　～DX COMES TRUE～

5. 丹羽大地（材料部） …………………材料部の取組みとこれからの展望　～ビジョン＆アクションプラン2030～

6. 玉井裕介（耐火部） ………………… V&A2030目標達成に向けた耐火部の現状と課題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　～選ばれ続ける唯一の機関になるために～

7. 村上智之、笠井祐輔（環境部） ……環境部における収益基盤の強化と新たな事業への挑戦

8. 谷中啓一（総務部） …………………損益目標を意識した研修事業のあり方・他部署とのさらなる関係強化について

■特別講演
西山峰広 副理事長 ……………………最新計測技術が変える鉄筋コンクリート構造力学モデル
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写真-1　各部署の報告状況 写真-2　パネルディスカッションの状況 写真-3　特別講演の状況


